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「令和４ 年度 四国地方整備局 

管内技術・業務研究発表会」について（報告） 
■ 企画部 企画課 ■ 

 
「令和４年度 四国地方整備局管内技術業務研究発表会」を８月４日、５日の２日間、高松サンポー

ト合同庁舎にて開催しました。 

今年度の開催にあたっては、新型コロナウイルス感染防止の観点から「３密」対策を踏まえた最小規模

での開催方針とし、プログラムの短縮を行うとともに、一般聴講を発表会場３か所からの同時ライブ配

信によるオンライン聴講及び後日の録画配信としました。開会にあたって、荒瀬局長から「発表会は日

頃の調査・研究を通じて培ってきた成果を発表し、活発な意見交換を通して、技術力の向上や行政への

反映を行うことができる機会であるとともに、今年の特色としてさまざまな生産性向上や働き方改革の

取り組みについての課題が多く投稿されている。発表の成果をぜひ業務に活用していただきたい。」との

挨拶がありました。 
発表会では、イノベーション部門、アカウンタビリティ部門、一般部門から６０題の発表（※投稿数

は外部機関を含め６２題）について、２日間で延べ約６００名（会場１００名、Ｗｅｂ５００名）の聴

講者のもと、発表と活発な質疑が行われました。発表会は２日目プログラム終了後、小林次長からの閉

会挨拶で締めくくられました。 
優秀論文については、発表会後に開催された審査委員会において、外部機関の課題を含め１９課題が

選定されました。 
最後に、業務多忙の中、開催にご協力いただいた関係者の皆様にお礼を申し上げ開催報告に代えさせ

ていただきます。 
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第①会場の様子 
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第③会場の様子 

第②会場の様子 


